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 韓国の維管束植物についてはB.A.Schlippenbach(1854)によって採集されたも

 のが,A.W.Miquei(1865-72)に依って研究されその結果がqProlus量oFlo-

 raeJaponica"の中で取扱われたのが始めであり,で現在に至るまで多くのフロラが

 発表されている。中でもまとまった韓園植物誌として発表された主なものはP&1ibin(igo1)

 のt℃onspectusFloraeKoreae"(iO3科,393属635種20変種)と中井

 (i952)の“ASynop“calSketchofKoreanF歪。でa"(223科、908属,

 3,176種841変種,174品種)とである。特に1950年以来,多くのフロラの発表があ

 り筆者もその一員として1957年以来主に慶尚北道地方に於けるフロラを調査し,分布を重視し

 ながら今迄七篇の報告書を発表した。

 上記二篇の韓国植物誌は共に韓国の主として限られた地域での調査でもあり且つ相当以前になさ

 れた仕事であるので現時点での韓国産フ・うの再検討を行なうことは価値あるものと考える。この

 ために以前からの信頼し得る文献や筆者自身の調査結果に準拠し,さらに比較的最近(三950-

 74)のフ・ラ的研究の成果や新知見などを可能な限り取り入れることに努め,まず所産維管束植

 物を明らかにし次いで始めての試みであるが各植物について出来るだけ詳細に分布を明らかにして

 韓国内における維管束植物の分布域を見出すことに努めた。即ち,韓国内にどの様な分布区域が認

 められるかを調査することは韓国産植物のもつ植物地理学的な意、義の重要性を示し得るものと考え

 られるからである。

 日華植物区系に属する韓国産維管束植物に対し1974年まで発表された文献並びに筆者自身の

 調査に基いて再検整理した結果北韓地域の一部分を含む韓国所産の維管束植物概数は藍7i科,

 904属,2,797腫6亜種,958変種,167贔種(合計3,928種類)であることを確め

 この内日本との共通のものは2,497種類(63,6%),満洲との共通のもの1,820種類(46、

 3%),日本並びに満洲との共通のものは工,363種類(34.7飾)であり,韓国産維管束植物と

 日本産のものとの深い関係を示している。即ち,韓国の南部の一部地域及び済州島とが田本の西部

 特に中国と北九州とに関係深く,例えばエヒメアヤメ(Ihsross員),ノヒメユリ(L簸i-

 umcaHosum),マルバノウマノスズクサ(Aristoloc短acontorta),キスミレ

 (V墨01aorientahs),コスミレ(V呈olajapon圭ca)ンカラムラサキツツジ(Rhodo-

 dendronm観cronu}atum),等が共通に見られること,韓国の中部と北部の一部には日本の

 中部に産する例えばチョウセンゴヨウ(Bnuskoraiensis),コオノオレ(Betu}ada-

 vur圭ca),モソゴリナラ(Qaercusmongolic3),ドPヤナギ(Popu圭usmaximo-

 w圭czii),ハヤザキヒヨウタンボク(Lonicerapraeflorens)等が知られており,韓国
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 の北部にはウスリー,樺太から北海道に亘り産するシ・ヨモギ(Artem袷ねstdlehana),

 ホタルブクロ(Campanu圭apqncta亡a),ネムロブシダマ(Lonicerac難rysantha)フ

 エゾノウワミズザクラ(Prtmaspad観s),クモマユキノ.シタ(Saxifragalaciniata)等

 が見られそしてその植物相は暖帯性,温帯性,寒帯性植物と特産槙物とから構成されている。

 中井(1930)は韓国植物帯として,(1)済州島,(2)南鮮地区,(3)中鮮地区,(4)北鮮地

 区,(5)欝陵島の五つを認めた。筆者は韓国産維管束植物3,928種類について信頼し得る文献並

 びに自身の調査結果に基いてそれぞれの分布図を作製し,各々の植物が韓半島内でどの様な分布を

 示しているかを確め,そこで得られた分布型(Distributionpattem)を(1)全韓国分

 布型,(2)済州島分布型,(3)欝陵島分布型,(4)白頭山分布型,(5)北部分布型,(6)中

 南部分布型,(7)南海岸息瞬分布型の七つに分類した。この様な調査結果は,済州島分布型と欝

 陵島分布型に関しては中井の見解に全く一致することを認めたが他は若干相違する見解に達した。
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 (i)全韓国分布型

 この型のものは韓国全地域に広く分布するもの℃さらに多くはβ本,満洲にも分布する所謂

 「広分布種」が該当する。韓国全域に分布し且つ隣接する日本及び満洲にも分布が確められている

 ものは韓園所産維管束機物3,928種類中1,363種類,34.7拓に達している。これ等の所謂

 「広分布種」について全韓国分布型とした。

灘

 (の済州轟分布型

 韓溺所産維管束植物数全体の53.29ら1こ相当する2,088種類が済州鳥肉に自生し,年平均気潟

 窪7・2℃,年平均降雨量1,600-i,800㎜の気候条件上,暖帯性常緑濶葉樹が見られ且つ済

 州禽,露頭幽にのみ分布する寒帯性植物が自生している。また済州島にのみ分布するものが499

 種類で韓国所産の12・7飾になる点等の特徴を示す済州傷の植物相は暖帯性,温帯性と寒帯性植物

 から構成される独特のもので代表的植物を中井の見解と同様,済州島分布型として認めた。

灘

 (iii)欝陵鴎分布型

 本島は韓半島本土の同緯度の地域に比べ常緑濶葉樹分布北限より2.5。程北上しているにも拘ら9

 ず玉4種類の暖帯性常緑潤葉樹が分布しており,また沼本と共通に分布し且つ韓半島では欝陵島が

 分布北限地となるコタニワタリ(%yllitlsscolopendrium),ハンゲシ雪ウ(Sau撒一

 丸載sc難inens圭s),ツルリンドウ(Tripter・spermum3ap・aic腿m)等が見られるこ
 とは欝陵島の特徴を示すものであり,本島を独特の分布域として認め且つこの様な分布を示す植物

 を欝陵島分布型としたがこれは中井の見解に一致した。
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 Gv)白頭山分布型

 窃頭山は韓半島のほぼ最北端に位置し(1)北周極要素,(2)亜寒帯要素,(3)アルタイ要素,(護)オホツ

 ク要素等即ち,北方糸植物相を構成している特徴がある。気候i要素としては白頭山の観測記録はな

 く近隣地のものを参考にして比例計算して見ると年平均気温4.4℃,年平均降雨量542.5㎜で

 韓国困では最も厳しい気候条件であり,この様な下で生育しうる横物は上述の如き要素のものにし

 て始めて可能であると認められる。また白頭山にのみ分布するもの106種類に達する点等で今回

 白頭山分布型として新しく認めた。
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 (V)北部分布型

 江華島一金剛山を連ぬる線をその分布南限とし満洲系植物が毘られるのが北部分布域の特徴であ

 る。北部分布型の植物獺は北部としての特色はあるけれどもなお薦部,中部,東部の三部即ち,平

 安南北道と威鏡商道そして減鏡北道とでそれぞれの特徴が見繊される。例えば,平安南北道の植物

 相は南満洲即ち,遼東半島と関係がありヒロハハシドイ(Syrlrigadl}at呂ta),キミノチョー

 ウセンエノキ(Ce鴛lskoralensls〉,イワウツギ(De耽z13pr囎鍾olla),等が,

 威鏡商道の植物相はエゾウコギ(Acanthopa鶏axseptlcosus),カラフトミズキ(Cor-

 n鵬tataric&),チ田ウセγ・・リモミ(Plceak・ralePsis)等が,蔵鏡北道プ瀬iはダウ

 リヤビヤクシン(」磁11perαsdav秘rlca),トウサンショウバラ(Rosakore&η3),ミネ

 ハンノキ(Ai照SVermicularls)等が自生している。筆者は黒龍江及び北満洲の植物相を

 構成する植物を代表するものが認められることで;中南部分布域の北限界である江華島一金剛出線

 に対応して中井の認めた平壌一元山線より若干南下した線を設定した。
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 ⑯中南部分布型

 この分布域は北部分布域を除く韓半島のほぼ全地域であって,済州島分布域と爾海岸鵡婆分布域

 をも含んでいるが,蔚轟に見られる寒帯性植物と両者に見られる暖帯性常緑濶葉樹は本地域には見

 られない特徴がある。中南部分布域の植物相はβ木及び満洲に共通分電する植物と韓園固有のもの

 が混生する。中井は北部(平壌一元山線以北)と南部(仁川一迎日湾線以南)との中開地域に中部

 額物帯を設定したが,この様な分布域はある特種な少数の植物,例えば,エゾヌカボ(AgrOS-

 tlsscabra),オオアワガエリ(P益le目mpratense),シギンカラマツ(丁鉦aHct-

 rumrocbebrunia擁um)を除いては植物地理学的にこれ等を隔離分布として認められなかっ

 た。
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 ㈱南海岸島嶼分布型

 この地域は韓半島本土で暖帯性常緑潤葉樹の分布北限地にあたる特徴がある。韓半島内での常緑

 濶葉樹の分布は年平均気温i4℃年平均降雨量1,100τL200mmをもって左右される。暖帯

 性常緑潤葉樹の分布が認められる地域として中井は仁損一迎段湾線以南を認めたが,筆者は釜山一

 木浦を連ぬる線以南にずべきであるとした。

 従来韓国特産植物として499種類が記録されていたが,その後隣接する日本と満洲での分布

 が判明したものがあり,検討の結果344種類を認めた。
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 論文審査の結果の要旨

 韓團(北朝鮮を食む)の維管束植物について自己の調査並びに最近迄の文献に基いて個々の分類

 群の再検討と整理を行ない,171科,904属,2,791種,6亜種,938変種,167贔種,

 (計3,928種類)が所産することを認めたが,これは中井(1952)の報告数より263少な

 く検討の結果を反映している。次に,これらの中で日本,満洲との共通種類数は1,363(34.7

 %),日本との共通のもの2,497(63.6%),満洲と共通のもの1,820(46.3弘)で特に

 日本との関係の深いことと,これらは気候帯からは暖,温,寒3帯に屈するものであることを示し

 た。叉,個々の分布図を作製して調査した結果(1)全韓国,(2)済州島,(3)欝陵農,(4)白頭

 山,(5)北部,(6)中南部,(7)南海岸島嘆等の7つの分布域とそれらに対応した7分布型を認め

 た。このうち(2),(3)は中井(1930)の設定した5植物地帯中の2つと全く一致する。(1)は日本

 満洲にも共通する「広分布種」が多く,全体の34.7%のものが見られ,(2)には53.2%が産し,

 暖帯性常緑潤葉樹から,温帯性,寒帯性のものまで晃ら妬本島にのみ分布するものも499種類

 (エ2.7%)の多くを産すること,(3)には韓国本土の分布北限より2.5。北に位置するが常緑濶葉

 樹14種が見ら札且つ貸本に産し韓国では本島にのみ見られるものが若干あること,(4)は,北周

 極要素,亜寒帯要素,アルタイ要素,オホツク要素等の北方系植物が産し,且つ本山にのみ分布す

 るものio6種類に及ぶこと,(5)には満洲系植物が江華島一金剛山の線を分布南限として見られ,

 この線は中井底の設定した平壌r元山線より幾分南下していることとこの地域は西部は遼東半島と

 中部,北部は黒龍江,北満洲との共通植物が見られ,(6)は(5)を除く韓半島のほぼ全域℃暖帯常緑

 濶葉樹や寒帯性植物が内陸部には見られず,植物相は日'満との共通種と固有種の混成したもので

 かつて中井氏が設定した北部(平壌一元山線以北)と南部(仁川一迎β湾以南)との間の中部植物

 帯は認められないとし,(7)は釜山一木浦線以南の海岸島醜で暖帯性常緑潤葉樹の分布北限が認めら

 れ中井氏の仁川一迎日湾線より南下した上記の線を提唱した。上記,7分布域とそれらに対応した

 7分布型を設定し,更に従来記録的には韓国特産植物として499種類を算したが検討の結果3鍛

 種類を認めた。

 以上,呉修栄提出の論文は,韓国維管植物のフ・うと分布に関して多くの知見を加えたもので1

 理学博士の学位論文として合格と認めた。
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